

































いう若き八一は、今にして思えば最晩年のセザンヌ（「水浴図」Les grandes Baigneuses 1906）や青年ピカソ







































逃るべき鍵を持つが如きものなること……」（原文は次の通り。quand un peuple tombe esclave, tant qu’il tient 











える人類の遺産の展示・収蔵活動を使命とする Aizu Museum の新たな発展のためにも、忘れられない警句
である。筆者が巻頭言を執筆するのは今回が最後になるが、この機会を借りて付言しておきたい。VIVE LE 
MUSÉE AÏZU !
（會津八一記念博物館館長）
上記引用は會津八一記念博物館開館記念『名品図録』（1998年）、『會津八一全集』第７巻（中央公論社 1969年）
にもとづき、旧字旧仮名は原則として（最後の引用以外）新字新仮名に改めた。〔〕内は筆者の補足。

